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病気になった親の子どもへの支援集特

　小児看護の特集として，大人の患者の家族である子ど
もへの支援を取り上げることを，疑問に思われる読者が
いるかもしれません。
　小児看護は，疾患をもつ子どもの看護だけでなく，子
どもの健康増進もその役割であり，すべての子どもが対
象です。子どもにかかわる看護職には，病気をもつ親の
子どもに支援が必要な場合，さまざまな機関や職種と連
携して，子どもの発達や生活を考慮し，子どもの目線に
立って支援する役割が求められています。
　子育て世代の親の病気といっても，がんや精神疾患，
集中治療を要する疾患など，その病態はさまざまです。
親が子どもの適切な養育をすることが困難である，長期
間にわたる治療や療養生活が必要になる，重篤な状態に
陥る，など状況もさまざまですが，共通していえるのは，
親の病気によって子どもの生活の基盤が大きく揺らぐと
いうことです。子どもは知らないままこれまでどおりに
過ごしてほしい1），言わなくても気づいてくれる2），な
どの親の思いから，子どもには親の病気について真実が
伝えられないことがあります。
　しかし，子どもは家族の変化や家庭内の緊張を感じ取
り，疎外感や孤独感を感じます3）-5）。何が起きているの

か具体的に知らされない場合，自分のせいで親が病気に
なったという罪悪感や見捨てられる不安を募らせること
があります。また，腹痛や頭痛，睡眠障害や食欲の問題
などの身体症状を呈する場合もあります6）。病気をもつ
親と暮らす子どもには，親の疾患を理解し，日常生活の
なかで生じる困難に対応するために専門職の支援が必要
です7）-10）。
　子どもは，認知能力，言語能力を獲得する時期にあり，
さまざまな体験や知識も少なく，インターネットが普及
したとはいえ，的確な情報を得る手段は少ないといえま
す。子どもに何を，どのように伝えるか，あるいは伝え
ないか，親と子どもの状況から個別の支援を慎重に検討
する必要があります。
　一方で，慢性疾患や精神疾患，障がいをもつ親のケア
を担っている18歳未満の子どもの存在があります。外
部からの支援を十分に受けられない場合，本来大人がす
るべきケアを担うこととなり，家族の世話や家事，情緒
面でのサポートを子どもが行い，その生活に支障をきた
すことが報告されています11）12）。国外では，難病や非が
ん性慢性疼痛のある親との生活が子どもに及ぼす影響と
子どもの経験に着眼した研究13）-15）があり，子どもへの
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支援が検討されていますが，国内における研究はほとん
ど行われていません。
　国内では，子育て世代のがん患者が増加している現
状16）から，がん患者の子どもへの支援の必要性が高まり，
諸外国におけるがん患者の子どもを対象としたさまざま
な支援プログラムや教材，サポートグループの活動が，
日本の現状に合わせて開発され，展開され始めていま
す17）-22）。
　また，精神疾患をもつ親と暮らす子どもへの支援につ
いては，精神看護の実践家と研究者が親子のサポートグ
ループを展開し23）24），海外の支援プログラムや教材の導
入に向けた調査に取り組み始めています25）26）。これらの
支援は，困難を抱えていても誰にも言えず，感情を一人
で抱えて苦悩している子どもに，親の病気に関するさま
ざまな出来事に対処する能力を高めることを目的として
います。
　このような先進的な取り組みから，病気をもつ親の子
どもへの支援に関心が高まり，医療機関において，医師，
看護師，臨床心理士，医療ソーシャルワーカー，チャイ
ルド・ライフ・スペシャリストなどで構成された，チー
ムによる支援が徐々に広がりつつあります。また，医療
機関に所属する小児看護専門看護師が，親のケアにかか
わる看護師から，「親の病気を子どもにどのように伝え
たらよいか」「子どもにどのようにかかわればよいか」「子
どもの生活にどこまで立ち入ったらよいか」がわからな
い，といった相談を受け，子どもへの支援に取り組むケー
スも増加しています。
　看護職は，病気をもつ親の子どもにケアが必要と認識
していても，子どもの支援に関する知識や方法，経験の
不足によって自信がもてず，時間的制約や支援体制が未
整備のため十分に支援することが難しいと感じていま
す27）。施設や地域の状況は多様であり，人的・物的資源
に限りがあるなかで，看護職は試行錯誤しながら多職種
と連携して子どもを支援しているのが実情です28）-35）。
このように難しさを感じつつ試行錯誤して実践した事例
報告は，事例と類似した状況の子どもと家族に出会った
ときの看護実践のヒントになります。小児看護専門看護
師には，病気をもつ親の子どもへのケアと，そのケアに
取り組む医療者を支援する個別性の高い看護実践の知を

集積し，子どもと家族を望ましい方向に導く支援を明確
化する役割が求められます。
　本特集は，医療機関や地域，学校において，病気をも
つ親の子どもへの支援に取り組んでいる専門職の事例報
告を中心に構成しました。本特集に関心をもった読者が，
子どもには困難な状況を乗り越えていく力，生き抜く力
があることを信じて，「自分たちにできること」を考え，
子どもと親の支援へとつなげられるようになることを期
待しています。親が病気をもつ子どもにとって，看護職
は頼れる大人の一人でありたいと思います。
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